
本庄市介護保険アンケート調査 回収数

介護予防・日常生活圏
域ニーズ調査

在宅介護実態調査

回収票合計 1,497 662 
回収率 74.9% 66.2%

有効回答数 1,482 514 
有効回答率 74.1% 51.4%

(公財)埼玉りそな産業経済振興財団集計
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高齢者福祉計画及び介護保険事業計画策定に向けた調査について

１．目 的

○ 令和3～5年度を計画期間とする次期高齢者福祉計画及び介護保険事業計画の策

定に向けて、地域包括ケアシステムの推進や介護保険サービスの在り方を検討する

ため、地域の関係機関や団体に対してアンケート調査を実施します。

２．実 施 内 容

○ アンケート調査の実施については、関係機関及び団体を調査内容により区分して

４種類の調査票を作成し、関係機関及び団体へ調査を行います。必要に応じてヒア

リングを行う予定です。

調査票Ａ 単位自治会・単位老人クラブ等 ：１５９団体

調査票Ｂ 地域包括支援センター ： ４センター（２０名）

調査票Ｃ-1 ボランティア団体・ＮＰＯ法人等：１０１団体

調査票Ｃ-2 キャラバン・メイト ： ３９名

調査票Ｄ 居宅介護支援事業所 ： ３３事業所（７８名）

３．アンケート項目の概要

調査票Ａ：高齢者に関わる主な活動内容・日頃の支えあい、助け合いの可能性

調査票Ｂ：地域包括ケアシステム・介護保険サービス・地域との関わり等

調査票Ｃ：高齢者との関わりの中での問題点・日頃の支えあい、助け合いの可能性

調査票Ｄ：地域包括ケアシステム・介護保険サービス・地域包括支援センターとの

連携等

４．日 程

○令和２年３月 ２日（月） 調査票発送

○令和２年３月２７日（金） 調査票提出期限
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調査票Ａ

次期高齢者福祉計画･介護保険事業計画策定に関する調査票

ご協力のお願い

関係団体 各位

貴団体におかれましては、日頃より高齢者福祉行政に対しご理解ご協力を賜り、厚くお礼申し上

げます。

このたび、高齢者福祉の充実を図るため、令和 3～5 年度を計画期間とする次期高齢者福祉計画･

介護保険事業計画の策定を進めております。

当該計画策定に向け、地域包括ケアシステムの推進や介護保険サービス等の在り方を検討するた

め、アンケート調査を実施することになりました。

本調査は、実効性のある計画づくりに役立てる資料とさせていただくため、関係団体の皆さまを

対象にお願いするものです。

可能な範囲でご記入いただき、３月２７日（金）までに、地域福祉課までご返送いただき

ますよう、ご協力よろしくお願い申し上げます。

お忙しいところ大変恐縮ではございますが、本調査の趣旨をご理解のうえ、ご協力いただきます

ようお願い申し上げます。

令和 2 年 3 月 本庄市長 吉 田 信 解

お問い合わせ先 本庄市役所

地域福祉課（電話：０４９５－２５－１１２７）

介護保険課（電話：０４９５－２５－１７１９）

団体名
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問１ 高齢者に関わる主な活動内容について

① 貴団体において、高齢者に関わる活動があれば、あてはまる箇所に✓を付けてください。また、

その具体的な活動内容について記入してください。

項 目
すでに取組

んでいる

今後取組

みたい
具体的活動内容

１ 高齢者の居場所づくり ☐ ☐

２ 高齢者の生きがいづくりへの支援 ☐ ☐

３ 高齢者の健康づくりへの支援 ☐ ☐

４ 日頃の話し相手 ☐ ☐

５ 悩み事に対する相談 ☐ ☐

６ 買い物や通院などの外出の手伝い ☐ ☐

７ 食事や家事等に関する手伝い ☐ ☐

８ 高齢者世帯への声かけ・見守り ☐ ☐

９ 徘徊など認知症の方への対応・支援 ☐ ☐

10 災害時における要支援者への支援 ☐ ☐

11 地域包括支援センター・高齢者福祉

施設等との連携
☐ ☐

12 その他 ☐ ☐



3

問２ 活動している地域での問題点・課題について

① 日頃の活動を通じた高齢者との関わりの中で、問題・課題と思われることがありますか。

② ①でご記入いただいた問題・課題を解決するために必要なことは何だと思いますか。

問３ 生活支援サービスについて

本庄市における介護予防・高齢者福祉に関する事業についてお伺いします。講習会やサービス

について内容をご存じですか。それぞれの項目について、ご存じの場合には「知っている」の欄

に✓をご記入ください。

（次ページにも続きがあります）

サービス事業名
知って

いる

１ 生活力アップサポートサービス ☐

２ 元気アップサポートサービス ☐

３ 訪問型短期集中サポートサービス ☐

４ 通所型短期集中サポートサービス ☐

５ 介護予防研修会（講演会） ☐

６ 介護予防出前講座 ☐

７ 筋力アップ教室 ☐

８ 介護予防サポーター養成講座 ☐

９ 介護予防サポーターフォローアップ研修 ☐

10 あたまとからだの健康教室 ☐

11 シルバー人材センター介護予防事業（フレイル予防教室） ☐

12 在宅医療推進研修会 ☐

13 在宅医療・介護連携拠点事業 ☐

14 認知症初期スクリーニングシステム ☐



4

（続き）

サービス事業名
知って

いる

15 認知症サポーター養成講座 ☐

16 認知症サポーターステップアップ教室 ☐

17 認知症キャラバンメイト養成講座 ☐

18 認知症初期集中支援チーム ☐

19 認知症カフェ ☐

20 認知症個別相談会 ☐

21 認知症家族の会 ☐

22 高齢者虐待防止ネットワーク会議 ☐

23 生活支援体制整備研修会（地域づくりフォーラム） ☐

24 生活支援コーディネーター ☐

25 生活支援サポーター養成講座 ☐

26 介護マークの貸出 ☐

27 介護者教室 ☐

28 介護者リフレッシュ事業 ☐

29 在宅介護支援センター ☐

30 地域包括支援センター ☐
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問４ 地域包括ケアシステムについて

① 本庄市では、高齢者が地域で安心して生活できるよう、関係機関の連携のもと、医療、介護、

介護予防、住まい、生活支援サービスが切れ目なく提供される「地域包括ケアシステム」を推進

しています。（仕組みについては次ページを参照してください）

「地域包括ケアシステム」についてご存じですか。あてはまる番号に✓を付けてください。

② 「地域包括ケアシステム」の整備にあたり、「医療」「介護」「介護予防」「住まい」「生活支援サ

ービス」の中で、特に重要と思われる項目に✓を付けてください。（１つ選択）

☐１ 内容まで知っている

☐２ 聞いたことはあるが、内容についてはあまり知らない

☐３ 知らない

☐１ 医療 ☐２ 介護 ☐３ 介護予防

☐４ 住まい ☐５ 生活支援サービス ☐６ よくわからない
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アンケートは以上です。ご協力ありがとうございました。

ご記入いただいた調査票は３月２７日（金）までにご返送をお願いいたします。

日常生活圏域

介護予防・生活支援サービス事業の実施

○住民ボランティア等による地

域のニーズに合った多様な生

活支援サービスの提供

○生活支援コーディネーターの

配置 など

生活支援サービスの充実

○制度の普及啓発

○介護給付費の適正化 など

介護保険制度の円滑な運営

○介護サービス事業者に対する指導監督

○介護従事者の人材育成 など

介護保険サービスの質の向上

予防

在宅医療・介護連携の推進

生活支援

○連携のための課題の抽出や解決策を検討するための会議の開催

○関係職種が相互に理解するための研修会の実施 など

介護

連携

通院・入院 通所・入所

認知症施策の推進

○認知症の周知 など

高齢者

参加・利用

一般介護予防事業の実施

老人クラブ・自治会・ボランティア・ＮＰＯ 等 ○支援を必要としている者を把握

し、介護予防活動につなげる

○住民主体の介護予防活動の育

成・支援 など

○訪問型や通所型のサービス、配食などの生活支

援サービスのケアマネジメント

○健康づくりのための体操や介護予防の啓発のた

めの講話の実施 など

地域包括支援センター

地域包括支援センターの
機能強化地域ケア会議の推進

○新たな施策への対応

○総合相談窓口としての職員の資質向上を始め

とした体制の強化 など

○医療と介護、地域とのネットワークの構築

○地域における課題の発見や、課題解決への

取組みの実践 など

医療

住まい

地域包括ケアシステムのイメージ



調査票 B

次期高齢者福祉計画･介護保険事業計画策定に関する調査票

（地域包括支援センター）

ご協力のお願い

地域包括支援センター 各位

貴センターにおかれましては、日頃より介護保険制度の円滑な運営につきまして、ご尽力いただ

き、厚くお礼申し上げます。

このたび、高齢者福祉の充実を図るため、令和 3～5 年度を計画期間とする次期高齢者福祉計画･

介護保険事業計画の策定を進めております。

当該計画策定に向け、地域包括ケアシステムの推進や介護保険サービス等の在り方を検討するた

め、アンケート調査を実施することになりました。

本調査は、実効性のある計画づくりに役立てる資料とさせていただくため、各地域包括支援セン

ターの職員を対象にお願いするものです。

お忙しいところ大変恐縮ではございますが、本調査の趣旨をご理解のうえ、ご協力いただきます

ようお願い申し上げます。

令和 2年 3月 本庄市長 吉 田 信 解

お問い合わせ先 本庄市役所

介護保険課（電話：０４９５－２５－１７１９）

地域福祉課（電話：０４９５－２５－１１２７）

地域包括支援センター名

○本調査（アンケート）は、地域包括支援センター職員の皆さまから多くのご意見を聴取し

たいため、すべての職員がご提出くださいますようお願い申し上げます。

○可能な範囲でご記入いただき、３月２７日（金）までに、介護保険課（下記アドレ

ス）まで電子メールにて回答又は介護保険課もしくは児玉総合支所 支所市民福祉課までご

持参くださいますようお願いいたします。

介護保険課：kaigo@city.honjo.lg.jp

◆ご記入にあたってお願い◆
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問１ あなた自身のことについて教えてください。

① あなたの性別を教えてください。あてはまる番号に✓を付けてください。

☐１ 男性 ☐２ 女性

② あなたの年齢を教えてください。あてはまる番号に✓を付けてください。

☐１ ２０歳代 ☐２ ３０歳代 ☐３ ４０歳代 ☐４ ５０歳代 ☐５ ６０歳以上

③ 地域包括支援センターの仕事を始めて何年に（他社含む）なりますか。

年目

問２ 地域包括ケアシステムについて

① 本庄市では、高齢者が地域で安心して生活できるよう、関係機関の連携のもと、医療、介護、

介護予防、住まい、生活支援サービスが切れ目なく提供される「地域包括ケアシステム」を推

進しています。

あなたは、現在、「地域包括ケアシステム」が十分に整備され、高齢者一人一人に合った適切

なサービスが提供されていると思われますか。あてはまる番号に✓を付けてください。

② あなたが、「地域包括ケアシステム」の整備にあたり、「医療」「介護」「介護予防」「住まい」

「生活支援サービス」の中で、強化すべきと思うものがあれば、あてはまる番号に✓を付けて

ください。（複数選択可）

☐１ 十分提供されている

☐２ ある程度提供されている

☐３ 提供されていない

（理由）

☐４ その他（ ）

項 目 理 由

☐１ 医療

☐２ 介護

☐３ 介護予防

☐４ 住まい

☐５ 生活支援サービス
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問３ 介護と医療との連携について

① あなたは、主治医と連携が取れていると思いますか。あてはまる番号に✓を付けてください。

② あなたは、本庄市児玉郡地域入退院調整ルールについてご存じですか。あてはまる番号に✓を

付けてください。

③ あなたは、在宅医療について、自宅で生活されている高齢者に、適切な在宅医療が提供され

ていると思われますか。あてはまる番号に✓を付けてください。

④ あなたが、医療と介護の連携が図られ、在宅医療を望まれる人への支援を充実させるために、

重要と思われることは何ですか。あてはまる番号に✓を付けてください。（複数選択可）

☐１ 十分連携が取れている

☐２ ある程度連携が取れている

☐３ 連携が取れていない

（理由）

☐４ その他（ ）

☐１ 知っているし活用している

☐２ 知らない

☐３ 知っているが活用していない

（理由）

☐４ その他（ ）

☐１ 十分提供されている

☐２ ある程度提供されている

☐３ 提供されていない

（理由）

☐４ その他（ ）

☐１ 在宅医療について市民の理解が深まるような周知活動

☐２ 入退院時の医療と介護の円滑な連携

☐３ 加齢や認知症等による判断能力の低下に備え、自分が終末期をどのように過ごしたいか

の意思を表明するためのツールの普及

☐４ 往診や訪問診療ができる医療機関の拡充

☐５ 医療的支援を要する人に対応できる介護・福祉人材の確保と育成

☐６ その他

（ ）
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問４ 介護保険サービス等について

① あなたが、今後、超高齢社会に向けて特に重要であるもしくは不足すると思われる介護保険

サービスは何ですか。あてはまる番号に✓を付けてください。（５つまで）

② ①で重要であるもしくは不足すると選択した理由を記入してください。

③ あなたが、今後、高齢者の住まいとして特に重要であるもしくは不足する施設は何だと思い

ますか。あてはまる番号に✓を付けてください。（３つまで）

④ ③で重要であるもしくは不足すると選択した理由を記入してください。

☐１ 訪問介護 ☐２ 訪問入浴介護

☐３ 訪問リハビリテーション ☐４ 居宅療養管理指導

☐５ 訪問看護 ☐６ 通所介護

☐７ 通所リハビリテーション ☐８ 短期入所生活介護

☐９ 短期入所療養介護 ☐10 特定施設入居者生活介護

☐11 介護老人福祉施設 ☐12 介護老人保健施設

☐13 介護医療院 ☐14 定期巡回・随時対応型訪問介護看護

☐15 夜間対応型訪問介護 ☐16 認知症対応型通所介護

☐17 認知症対応型共同生活介護 ☐18 小規模多機能型居宅介護

☐19 看護小規模多機能型居宅介護 ☐20 地域密着型介護老人福祉施設

☐21 地域密着型特定施設入居者生活介護 ☐22 地域密着型通所介護

☐23 福祉用具貸与 ☐24 特定福祉用具購入

☐25 居宅介護住宅改修 ☐26 総合事業 訪問型サービス

☐27 総合事業 通所型サービス ☐28 居宅介護支援

☐１ 介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）

☐２ 介護老人保健施設（老人保健施設）

☐３ 介護医療院

☐４ 認知症高齢者グループホーム

☐５ 養護老人ホーム

☐６ 軽費老人ホーム

☐７ 有料老人ホーム

☐８ サービス付き高齢者向け住宅

☐９ その他（ ）
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問５ 生活支援サービスについて

① 本庄市における介護予防・高齢者福祉に関する事業についてお伺いします。あなたは、講習

会やサービスについて内容をご存じですか。また、利用者へ紹介したことがありますか。あて

はまる項目に✓をご記入ください。「知っており、紹介した」場合は両方へ✓を付けてくださ

い。

（次ページにも続きがあります）

サービス事業名 知っている 紹介した

１ 生活力アップサポートサービス ☐ ☐

２ 元気アップサポートサービス ☐ ☐

３ 訪問型短期集中サポートサービス ☐ ☐

４ 通所型短期集中サポートサービス ☐ ☐

５ 介護予防研修会（講演会） ☐ ☐

６ 介護予防出前講座 ☐ ☐

７ 筋力アップ教室 ☐ ☐

８ 介護予防サポーター養成講座 ☐ ☐

９ 介護予防サポーターフォローアップ研修 ☐ ☐

10 あたまとからだの健康教室 ☐ ☐

11 シルバー人材センター介護予防事業（フレイル予防教室） ☐ ☐

12 在宅医療推進研修会 ☐ ☐

13 在宅医療・介護連携拠点事業 ☐ ☐

14 認知症初期スクリーニングシステム ☐ ☐

15 認知症サポーター養成講座 ☐ ☐

16 認知症サポーターステップアップ教室 ☐ ☐

17 認知症キャラバンメイト養成講座 ☐ ☐

18 認知症初期集中支援チーム ☐ ☐

19 認知症カフェ ☐ ☐

20 認知症個別相談会 ☐ ☐

21 認知症家族の会 ☐ ☐

22 高齢者虐待防止ネットワーク会議 ☐ ☐

23 生活支援体制整備研修会（地域づくりフォーラム） ☐ ☐

24 生活支援コーディネーター ☐ ☐

25 生活支援サポーター養成講座 ☐ ☐

26 介護マークの貸出 ☐ ☐

27 介護者教室 ☐ ☐

28 介護者リフレッシュ事業 ☐ ☐

29 要介護高齢者介護手当支給 ☐ ☐
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（続き）

※項目番号 38～41 については社会福祉協議会の事業となっています。

② あなたが、今後、充実させる必要があると思われる生活支援サービスは何ですか。あては

まる番号に✔を付けてください。（３つまで）

③ ②で充実させる必要があると選択された理由を記入してください。

サービス事業名 知っている 紹介した

30 要介護者紙おむつサービス事業 ☐ ☐

31 要介護高齢者訪問理美容サービス事業 ☐ ☐

32 高齢者入浴料助成事業 ☐ ☐

33 要介護高齢者ふとん乾燥等事業 ☐ ☐

34 緊急通報システム事業 ☐ ☐

35 徘徊高齢者探知事業 ☐ ☐

36 福祉電話設置 ☐ ☐

37 高齢者生活支援短期入所事業 ☐ ☐

38 在宅福祉有償家事援助サービス事業※ ☐ ☐

39 高齢者世帯等安否確認・配食サービス事業※ ☐ ☐

40 車いすの貸出※ ☐ ☐

41 車いす仕様車（福祉車両）の貸出※ ☐ ☐

☐１ 高齢者の居場所づくり

☐２ 高齢者の生きがいづくりへの支援

☐３ 高齢者の健康づくりへの支援

☐４ 日頃の話し相手

☐５ 悩み事に対する相談

☐６ 買い物や通院などの外出の手伝い

☐７ 食事や家事等に関する手伝い

☐８ 地域のパトロール

☐９ 見守りが必要な方への声かけ

☐10 徘徊など認知症の方への対応・支援

☐11 災害時における要援護者への支援

☐12 高齢者の相談機関・福祉施設等との連携

☐13 その他（ ）
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問６ 高齢者の権利擁護について

① あなたは、虐待事例への対応について、地域の支援機関が相互に連携して十分に対応できて

いるとお考えですか。あてはまる番号に✓を付けてください。

② あなたは、権利擁護の推進にあたり重要なことは何だと思いますか。あてはまる番号に✓を

付けてください。（３つまで）

問７ 居宅介護支援事業所について

① あなたは、居宅介護支援事業所との連携状況について、連携が取れていると思いますか。あ

てはまる番号に✓を付けてください。

② あなたが、居宅介護支援事業所との連携の中で感じていること、今後の課題についてお聞か

せください。

☐１ 十分対応できている

☐２ ある程度は対応できている

☐３ 対応できていない

（理由）

☐４ その他（ ）

☐１ 住民への啓発

☐２ 関係機関の職員への研修等

☐３ 権利擁護に関する事業の充実

☐４ 市民後見人の養成

☐５ 低所得者への費用支援 （後見費用の補助等）

☐６ 養護者（家族等）の負担軽減

☐７ その他（ ）

☐１ 十分連携が取れている

☐２ ある程度連携が取れている

☐３ 連携が取れていない

（理由）

☐４ その他（ ）
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問８ 地域との関わりについて

① あなたが、日頃、関わりをもっている地域資源は何ですか。あてはまる番号に✓を付けてく

ださい。また、具体的にどのような関わりをもっていますか。その内容をご記入ください。（あ

てはまるものすべて）

② あなたが、地域資源との連携や地域課題等、地域との関わりの中で課題と感じることについ

てご記入ください。

項 目 具体的な関わり

☐１ 自治会

☐２ 民生・児童委員

☐３ 老人クラブ

☐４ 社会福祉協議会

☐５ ＮＰＯ法人

☐６ ボランティア団体

☐７ 医師会

☐８ 歯科医師会

☐９ 医療機関の相談員や

リハビリテーション専門職

☐10 学校

☐11 その他

（ ）
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問９ 認知症支援策について

① あなたが、今後、認知症の方への支援策として、特に重要なものは何だと思われますか。あ

てはまる番号に✓を付けてください。（５つまで）

② ①で重要だと思う理由や認知症の方との関わりの中で、問題点や課題と感じていることはあ

りますか。

☐１ 認知症を知る講座や講演会などの取組み

☐２ 子どもや若い世代への理解の促進

☐３ 相談しやすい仕組みづくり

☐４ 早期発見・早期診療の仕組みづくり

☐５ 予防教室などの取組み

☐６ 認知症の人を見守るボランティアの育成

☐７ 地域における徘徊の早期発見・連絡・保護の体制整備

☐８ ＧＰＳ端末や見守りシールなど発見・保護を円滑化するシステムの整備

☐９ 認知症高齢者の家族同士の交流

☐10 一時預かり等による家族が休息できる時間の提供

☐11 介護従事者（ヘルパー・デイサービス・施設など）に対する研修

☐12 若年性認知症に対する支援

☐13 認知症の方が入所できる施設の整備

☐14 成年後見制度の普及・啓発

☐15 虐待の予防早期発見・防止体制の整備

☐16 自治会役員をはじめとした地域住民への理解の促進

☐17 その他（ ）
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問１０ 専門知識の取得について

あなたは、介護の専門職として知識を向上させるためにどのようなことに取り組んでいます

か。あてはまる番号に✓を付けてください。（あてはまるものすべて）

問１１ 利用者の状況について

あなたの担当する利用者数の状況についてお伺いします。あてはまる番号に✓を付けてくだ

さい。

アンケートは以上です。ご協力ありがとうございました。

ご記入いただいた調査票は３月２７日（金）までにご返送をお願いいたします。

☐１ 事業所内だけでなく外部で行われる研修や講習会に参加している

☐２ 他の地域包括支援センターと定期的に情報交換を行っている

☐３ 居宅介護支援事業所と定期的に情報交換を行っている

☐４ 介護サービス提供事業所へ定期的に訪問等を行い情報交換をしている

☐５ 主治医との連携をとっている

☐６ 理学療法士や作業療法士、栄養士などの専門職と連携をとっている

☐７ 厚生労働省がホームページなどで公表している資料を読んでいる

☐８ 埼玉県や本庄市が作成したマニュアルなどを読んでいる

☐９ 書店で参考書などを購入して読んでいる

☐10 特に何もしていない

☐11 その他（ ）

☐１ 増加傾向にある

☐２ 若干の増減はあるが、ほぼ横ばいである

☐３ 減少傾向にある

☐４ 増えるときもあるが、減るときもある

☐５ その他（ ）



次期高齢者福祉計画・介護保険事業計画策定に関する調査票

ご協力のお願い

関係団体 各位

貴団体におかれましては、日頃より介護保険制度の円滑な運営につきまして、ご尽力いただ

き、厚くお礼申し上げます。

このたび、高齢者福祉の充実を図るため、令和３～５年度を計画期間とする次期高齢者福祉

計画・介護保険事業計画の策定を進めております。

当該計画策定に向け、地域包括ケアシステムの推進や介護保険サービス等の在り方を検討

するため、アンケート調査を実施することになりました。

本調査は、実効性のある計画づくりに役立てる資料とさせていただくため、関係団体の皆さまを

対象にお願いするものです。

可能な範囲でご記入いただき、３月２７日（金）までに、地域福祉課までご返送いただきま

すようご協力よろしくお願い申し上げます。

お忙しいところ大変恐縮ではございますが、本調査の趣旨をご理解のうえ、ご協力いただきます

ようお願い申し上げます。

令和２年３月 本庄市長 吉 田 信 解

お問い合わせ先 本庄市役所

地域福祉課（電話：０４９５－２５－１１２７）

介護保険課（電話：０４９５－２５－１７１９）

調査票Ｃ-1

団体名

 資料２－４ 



2

問１ 高齢者に関わる主な活動内容について

✔① 貴団体において、高齢者に関わる活動があれば、あてはまる箇所に を付けてください。また、

その具体的な活動内容について記入してください。

項 目
すでに
取組ん
でいる

今後取
組みた
い

具体的活動内容

１ 高齢者の居場所づくり ☐ ☐

２ 高齢者の生きがいづくりへの支援 ☐ ☐

３ 高齢者の健康づくりへの支援 ☐ ☐

４ 日頃の話し相手 ☐ ☐

５ 悩み事に対する相談 ☐ ☐

６ 買い物や通院などの外出の手伝い ☐ ☐

７ 食事や家事等に関する手伝い ☐ ☐

８ 高齢者世帯への声かけ・見守り ☐ ☐

９ 徘徊など認知症の方への対応・

支援
☐ ☐

10 災害時における要支援者への

支援
☐ ☐

11 地域包括支援センター・高齢者

福祉施設等との連携
☐ ☐

12 介護予防教室等の支援 ☐ ☐

13 その他 ☐ ☐
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✔② ①で『今後取組みたい』に を入れたものについて、理由を記入してください。

問２ 活動している地域での問題点・課題について

① 日頃の活動を通じた高齢者との関わりの中で、問題・課題と思われることがありますか。

② ①でご記入いただいた問題・課題を解決するために必要なことは何だと思いますか。

項目番号（ ）

理由：

項目番号（ ）

理由：

項目番号（ ）

理由：

項目番号（ ）

理由：

項目番号（ ）

理由：

項目番号（ ）

理由：
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問３ 地域との関わりについて

✔日頃、関わりをもっている地域資源は何ですか。あてはまる番号に を付けてください。また、具

体的にどのような関わりをもっていますか。その内容をご記入ください。（あてはまるものすべて）

問４ 生活支援サービスについて

本庄市における介護予防・高齢者福祉に関する事業についてお伺いします。講習会やサービ

スについて内容をご存じですか。それぞれの項目について、ご存じの場合には「知っている」の欄に

✔をご記入ください。

（次ページにも続きがあります）

項 目 具体的な関わり

☐１ 自治会

☐２ 民生・児童委員

☐３ 老人クラブ

☐４ 社会福祉協議会

☐５ ＮＰＯ法人

☐６ ボランティア団体

☐７ 医師

☐８ 歯科医師

☐９ 医療機関の相談員や

リハビリテーション専門職

☐１０ 学校

☐１１ その他（ ）

サービス事業名 知っている

１ 生活力アップサポートサービス ☐

２ 元気アップサポートサービス ☐

３ 訪問型短期集中サポートサービス ☐

４ 通所型短期集中サポートサービス ☐

５ 介護予防研修会（講演会） ☐

６ 介護予防出前講座 ☐

７ 筋力アップ教室 ☐

８ 介護予防サポーター養成講座 ☐

９ 介護予防サポーターフォローアップ研修 ☐
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（続き）

※項目番号 38～41 については社会福祉協議会の事業となっています。

サービス事業名 知っている

10 あたまとからだの健康教室 ☐

11 シルバー人材センター介護予防事業（フレイル予防教室） ☐

12 在宅医療推進研修会 ☐

13 在宅医療・介護連携拠点事業 ☐

14 認知症初期スクリーニングシステム ☐

15 認知症サポーター養成講座 ☐

16 認知症サポーターステップアップ教室 ☐

17 認知症キャラバンメイト養成講座 ☐

18 認知症初期集中支援チーム ☐

19 認知症カフェ ☐

20 認知症個別相談会 ☐

21 認知症家族の会 ☐

22 高齢者虐待防止ネットワーク会議 ☐

23 生活支援体制整備研修会（地域づくりフォーラム） ☐

24 生活支援コーディネーター ☐

25 生活支援サポーター養成講座 ☐

26 介護マークの貸出 ☐

27 介護者教室 ☐

28 介護者リフレッシュ事業 ☐

29 要介護高齢者介護手当支給 ☐

30 要介護者紙おむつサービス事業 ☐

31 要介護高齢者訪問理美容サービス事業 ☐

32 高齢者入浴料助成事業 ☐

33 要介護高齢者ふとん乾燥等事業 ☐

34 緊急通報システム事業 ☐

35 徘徊高齢者探知事業 ☐

36 福祉電話設置 ☐

37 高齢者生活支援短期入所事業 ☐

38 在宅福祉有償家事援助サービス事業※ ☐

39 高齢者世帯等安否確認・配食サービス事業※ ☐

40 車いすの貸出※ ☐

41 車いす仕様車（福祉車両）の貸出※ ☐

42 在宅介護支援センター ☐

43 地域包括支援センター ☐
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問５ 地域包括ケアシステムについて

① 本庄市では、高齢者が地域で安心して生活できるよう、関係機関の連携のもと、医療、介護、

介護予防、住まい、生活支援サービスが切れ目なく提供される「地域包括ケアシステム」を推進

しています。（仕組みについては次ページを参照してください）

✔「地域包括ケアシステム」についてご存じですか。あてはまる番号に を付けてください。

② 「地域包括ケアシステム」の整備にあたり、「医療」「介護」「介護予防」「住まい」「生活支援サー

✔ビス」の中で、特に重要と思われる項目に を付けてください。（複数選択可）

☐１ 内容まで知っている

☐２ 聞いたことはあるが、内容についてはあまり知らない

☐３ 知らない

☐ ☐ ☐１ 医療 ２ 介護 ３ 介護予防

☐ ☐ ☐４ 住まい ５ 生活支援サービス ６ よくわからない
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地域包括ケアシステムのイメージ

日常生活圏域

介護予防・生活支援サービス事業の実施

○住民ボランティア等による地

域のニーズに合った多様な生

活支援サービスの提供

○生活支援コーディネーターの

配置 など

生活支援サービスの充実

介護保険制度の円滑な運営

○介護サービス事業者に対する指導監督

○介護従事者の人材育成 など

介護保険サービスの質の向上

予防

在宅医療・介護連携の推進

生活支援

介護

連携

通院・入院 通所・入所

認知症施策の推進

高齢者

参加・利用

一般介護予防事業の実施

老人クラブ・自治会・ボランティア・ＮＰＯ 等

○訪問型や通所型のサービス、配食などの生活支

援サービスのケアマネジメント

○身近な場所における健康づくりのための体操や

介護予防の啓発のための講話の実施 など

地域包括支援センター

地域包括支援センターの
機能強化地域ケア会議の推進

○新たな施策への対応

○総合相談窓口としての職員の資質向上を始め

とした体制の強化 など

○医療と介護、地域とのネットワークの構築

○地域における課題の発見や、課題解決への

取組みの実践 など

医療

住まい

○連携のための課題の抽出や解決策を検討するための会議の開催

○関係職種が相互に理解するための研修会の実施 など

○制度の普及啓発

○介護給付費の適正化 など
○認知症の周知 など

○支援を必要としている者を把握

し、介護予防活動につなげる

○住民主体の介護予防活動の育

成・支援 など
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問６ 介護保険サービス等について

✔① 次の介護保険サービスの内容についてご存じですか。知っているサービスの番号に を付けて

ください。（あてはまるものすべて）

② 本庄市の高齢者福祉・介護保険事業について、ご意見・ご要望等ございましたらお聞かせください。

アンケートは以上です。ご協力ありがとうございました。

ご記入いただいた調査票は３月２７日（金）までにご返送をお願いいたします。

☐１ 訪問介護 ☐２ 訪問入浴介護

☐３ ☐訪問リハビリテーション ４ 居宅療養管理指導

☐５ 訪問看護 ☐６ 通所介護

☐７ 通所リハビリテーション ☐８ 短期入所生活介護

☐９ ☐短期入所療養介護 10 特定施設入居者生活介護

☐11 介護老人福祉施設 ☐12 介護老人保健施設

☐13 ☐介護医療院 14 定期巡回・随時対応型訪問介護看護

☐15 夜間対応型訪問介護 ☐16 認知症対応型通所介護

☐17 認知症対応型共同生活介護 ☐18 小規模多機能型居宅介護

☐19 看護小規模多機能型居宅介護 ☐20 地域密着型介護老人福祉施設

☐21 地域密着型特定施設入居者生活介護 ☐22 地域密着型通所介護

☐23 福祉用具貸与 ☐24 特定福祉用具購入

☐25 居宅介護住宅改修 ☐26 総合事業 訪問型サービス

☐27 総合事業 通所型サービス ☐28 居宅介護支援



次期高齢者福祉計画・介護保険事業計画策定に関する調査票

ご協力のお願い

キャラバン・メイト 各位

貴殿におかれましては、日頃より介護保険制度の円滑な運営につきまして、ご尽力いただき、

厚くお礼申し上げます。

このたび、高齢者福祉の充実を図るため、令和３～５年度を計画期間とする次期高齢者福祉

計画・介護保険事業計画の策定を進めております。

当該計画策定に向け、地域包括ケアシステムの推進や介護保険サービス等の在り方を検討

するため、アンケート調査を実施することになりました。

本調査は、実効性のある計画づくりに役立てる資料とさせていただくため、キャラバン・メイトの皆

さまを対象にお願いするものです。

可能な範囲でご記入いただき、３月２７日（金）までに、地域福祉課までご返送いただきま

すようご協力よろしくお願い申し上げます。

お忙しいところ大変恐縮ではございますが、本調査の趣旨をご理解のうえ、ご協力いただきます

ようお願い申し上げます。

令和２年３月 本庄市長 吉 田 信 解

お問い合わせ先 本庄市役所

地域福祉課（電話：０４９５－２５－１１２７）

介護保険課（電話：０４９５－２５－１７１９）

調査票Ｃ-2

団体名

 資料２－５ 
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問１ 高齢者に関わる主な活動内容について

✔① あなたが、高齢者に関わる活動があれば、あてはまる箇所に を付けてください。また、その具

体的な活動内容について記入してください。

項 目
すでに
取組ん
でいる

今後取
組みた
い

具体的活動内容

１ 高齢者の居場所づくり ☐ ☐

２ 高齢者の生きがいづくりへの支援 ☐ ☐

３ 高齢者の健康づくりへの支援 ☐ ☐

４ 日頃の話し相手 ☐ ☐

５ 悩み事に対する相談 ☐ ☐

６ 買い物や通院などの外出の手伝い ☐ ☐

７ 食事や家事等に関する手伝い ☐ ☐

８ 高齢者世帯への声かけ・見守り ☐ ☐

９ 徘徊など認知症の方への対応・

支援
☐ ☐

10 災害時における要支援者への

支援
☐ ☐

11 地域包括支援センター・高齢者

福祉施設等との連携
☐ ☐

12 介護予防教室等の支援 ☐ ☐

13 その他 ☐ ☐
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✔② ①で『今後取組みたい』に を入れたものについて、理由を記入してください。

問２ 活動している地域での問題点・課題について

① 日頃の活動を通じた高齢者との関わりの中で、問題・課題と思われることがありますか。

② ①でご記入いただいた問題・課題を解決するために必要なことは何だと思いますか。

項目番号（ ）

理由：

項目番号（ ）

理由：

項目番号（ ）

理由：

項目番号（ ）

理由：

項目番号（ ）

理由：

項目番号（ ）

理由：
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問３ 地域との関わりについて

✔日頃、関わりをもっている地域資源は何ですか。あてはまる番号に を付けてください。また、具

体的にどのような関わりをもっていますか。その内容をご記入ください。（あてはまるものすべて）

問４ 生活支援サービスについて

本庄市における介護予防・高齢者福祉に関する事業についてお伺いします。講習会やサービ

スについて内容をご存じですか。それぞれの項目について、ご存じの場合には「知っている」の欄に

✔をご記入ください。

（次ページにも続きがあります）

項 目 具体的な関わり

☐１ 自治会

☐２ 民生・児童委員

☐３ 老人クラブ

☐４ 社会福祉協議会

☐５ ＮＰＯ法人

☐６ ボランティア団体

☐７ 医師

☐８ 歯科医師

☐９ 医療機関の相談員や

リハビリテーション専門職

☐１０ 学校

☐１１ その他（ ）

サービス事業名 知っている

１ 生活力アップサポートサービス ☐

２ 元気アップサポートサービス ☐

３ 訪問型短期集中サポートサービス ☐

４ 通所型短期集中サポートサービス ☐

５ 介護予防研修会（講演会） ☐

６ 介護予防出前講座 ☐

７ 筋力アップ教室 ☐

８ 介護予防サポーター養成講座 ☐

９ 介護予防サポーターフォローアップ研修 ☐
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（続き）

※項目番号 38～41 については社会福祉協議会の事業となっています。

サービス事業名 知っている

10 あたまとからだの健康教室 ☐

11 シルバー人材センター介護予防事業（フレイル予防教室） ☐

12 在宅医療推進研修会 ☐

13 在宅医療・介護連携拠点事業 ☐

14 認知症初期スクリーニングシステム ☐

15 認知症サポーター養成講座 ☐

16 認知症サポーターステップアップ教室 ☐

17 認知症キャラバンメイト養成講座 ☐

18 認知症初期集中支援チーム ☐

19 認知症カフェ ☐

20 認知症個別相談会 ☐

21 認知症家族の会 ☐

22 高齢者虐待防止ネットワーク会議 ☐

23 生活支援体制整備研修会（地域づくりフォーラム） ☐

24 生活支援コーディネーター ☐

25 生活支援サポーター養成講座 ☐

26 介護マークの貸出 ☐

27 介護者教室 ☐

28 介護者リフレッシュ事業 ☐

29 要介護高齢者介護手当支給 ☐

30 要介護者紙おむつサービス事業 ☐

31 要介護高齢者訪問理美容サービス事業 ☐

32 高齢者入浴料助成事業 ☐

33 要介護高齢者ふとん乾燥等事業 ☐

34 緊急通報システム事業 ☐

35 徘徊高齢者探知事業 ☐

36 福祉電話設置 ☐

37 高齢者生活支援短期入所事業 ☐

38 在宅福祉有償家事援助サービス事業※ ☐

39 高齢者世帯等安否確認・配食サービス事業※ ☐

40 車いすの貸出※ ☐

41 車いす仕様車（福祉車両）の貸出※ ☐

42 在宅介護支援センター ☐

43 地域包括支援センター ☐
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問５ 地域包括ケアシステムについて

① 本庄市では、高齢者が地域で安心して生活できるよう、関係機関の連携のもと、医療、介護、

介護予防、住まい、生活支援サービスが切れ目なく提供される「地域包括ケアシステム」を推進

しています。（仕組みについては次ページを参照してください）

✔「地域包括ケアシステム」についてご存じですか。あてはまる番号に を付けてください。

② 「地域包括ケアシステム」の整備にあたり、「医療」「介護」「介護予防」「住まい」「生活支援サー

✔ビス」の中で、特に重要と思われる項目に を付けてください。（複数選択可）

☐１ 内容まで知っている

☐２ 聞いたことはあるが、内容についてはあまり知らない

☐３ 知らない

☐ ☐ ☐１ 医療 ２ 介護 ３ 介護予防

☐ ☐ ☐４ 住まい ５ 生活支援サービス ６ よくわからない
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地域包括ケアシステムのイメージ

日常生活圏域

介護予防・生活支援サービス事業の実施

○住民ボランティア等による地域

のニーズに合った多様な生活支

援サービスの提供

○生活支援コーディネーターの配

置 など

生活支援サービスの充実

○制度の普及啓発

○介護給付費の適正化 など

介護保険制度の円滑な運営

○介護サービス事業者に対する指導監督

○介護従事者の人材育成 など

介護保険サービスの質の向上

予防

在宅医療・介護連携の推進

生活支援

介護

連携

通院・入院 通所・入所

認知症施策の推進

高齢者

参加・利用

一般介護予防事業の実施

老人クラブ・自治会・ボランティア・ＮＰＯ 等

○訪問型や通所型のサービス、配食などの生活支

援サービスのケアマネジメント

○身近な場所における健康づくりのための体操

や介護予防の啓発のための講話の実施 など

地域包括支援センター

地域包括支援センターの
機能強化地域ケア会議の推進

○新たな施策への対応

○総合相談窓口としての職員の資質向上を始め

とした体制の強化 など

○医療と介護、地域とのネットワークの構築

○地域における課題の発見や、課題解決への

取組みの実践 など

医療

住まい

○連携のための課題の抽出や解決策を検討するための会議の開催

○関係職種が相互に理解するための研修会の実施 など

○認知症の周知 など

○支援を必要としている者を把握

し、介護予防活動につなげる

○住民主体の介護予防活動の育

成・支援 など
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問６ 介護保険サービス等について

✔① 次の介護保険サービスの内容についてご存じですか。知っているサービスの番号に を付けて

ください。（あてはまるものすべて）

② 本庄市の高齢者福祉・介護保険事業について、ご意見・ご要望等ございましたらお聞かせください。

アンケートは以上です。ご協力ありがとうございました。

ご記入いただいた調査票は３月２７日（金）までにご返送をお願いいたします。

☐１ 訪問介護 ☐２ 訪問入浴介護

☐３ ☐訪問リハビリテーション ４ 居宅療養管理指導

☐５ 訪問看護 ☐６ 通所介護

☐７ 通所リハビリテーション ☐８ 短期入所生活介護

☐９ ☐短期入所療養介護 10 特定施設入居者生活介護

☐11 介護老人福祉施設 ☐12 介護老人保健施設

☐13 ☐介護医療院 14 定期巡回・随時対応型訪問介護看護

☐15 夜間対応型訪問介護 ☐16 認知症対応型通所介護

☐17 認知症対応型共同生活介護 ☐18 小規模多機能型居宅介護

☐19 看護小規模多機能型居宅介護 ☐20 地域密着型介護老人福祉施設

☐21 地域密着型特定施設入居者生活介護 ☐22 地域密着型通所介護

☐23 福祉用具貸与 ☐24 特定福祉用具購入

☐25 居宅介護住宅改修 ☐26 総合事業 訪問型サービス

☐27 総合事業 通所型サービス ☐28 居宅介護支援



調査票Ｄ

次期高齢者福祉計画･介護保険事業計画策定に関する調査票

（居宅介護支援事業所のケアマネジャー）

ご協力のお願い

居宅介護支援事業所 各位

貴事業所におかれましては、日頃より介護保険制度の円滑な運営につきまして、ご尽力いただき、

厚くお礼申し上げます。

このたび、高齢者福祉の充実を図るため、令和 3～5 年度を計画期間とする次期高齢者福祉計画･

介護保険事業計画の策定を進めております。

当該計画策定に向け、地域包括ケアシステムの推進や介護保険サービス等の在り方を検討するた

め、アンケート調査を実施することになりました。

本調査は、実効性のある計画づくりに役立てる資料とさせていただくため、居宅介護サービスに

直接関わっている貴事業所のケアマネジャーの皆さまを対象にお願いするものです。

お忙しいところ大変恐縮ではございますが、本調査の趣旨をご理解のうえ、ご協力いただきます

ようお願い申し上げます。

令和 2年 3月 本庄市長 吉 田 信 解

お問い合わせ先 本庄市役所

介護保険課（電話：０４９５－２５－１７１９）

地域福祉課（電話：０４９５－２５－１１２７）

○貴事業所の所在地域はどちらですか。

☐１ 本庄東中学校区

☐２ 本庄西中学校区

☐３ 本庄南中学校区

☐４ 児玉中学校区

○本調査（アンケート）は、ケアマネジャーの皆さまから多くのご意見を聴取したいため、

複数のケアマネジャーが所属する事業所につきましては、それぞれご提出くださいますよ

うお願い申し上げます。

○可能な範囲でご記入いただき、３月２７日（金）までに、介護保険課（下記アドレ

ス）まで電子メールにて回答又は介護保険課もしくは児玉総合支所 支所市民福祉課までご

持参くださいますようお願いいたします。

介護保険課：kaigo@city.honjo.lg.jp

◆ご記入にあたってお願い◆

 資料２－６ 

mailto:kaigo@city.honjo.lg.jp
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問１ あなた自身のことについて教えてください。

① あなたの性別を教えてください。あてはまる番号に✓を付けてください。

☐１ 男性 ☐２ 女性

② あなたの年齢を教えてください。あてはまる番号に✓を付けてください。

☐１ ２０歳代 ☐２ ３０歳代 ☐３ ４０歳代 ☐４ ５０歳代 ☐５ ６０歳以上

③ 介護支援専門員の仕事を始めて何年に（他社含む）なりますか。

年目

④ 現在のあなたの勤務形態を教えてください。（✓は１つ）

☐１ 専従（常勤） ☐２ 専従（非常勤） ☐３ 兼務（常勤） ☐４ 兼務（非常勤）

問２ あなたの業務について教えてください。

① 令和２年２月１日現在、あなたは何人のケアプランを担当していますか。

人

② 上記①のうち、本庄市在住の利用者は何人ですか。

問３ 地域包括ケアシステムについて

① 本庄市では、高齢者が地域で安心して生活できるよう、関係機関の連携のもと、医療、介護、

介護予防、住まい、生活支援サービスが切れ目なく提供される「地域包括ケアシステム」を推進

しています。

あなたは、現在、「地域包括ケアシステム」が十分に整備され、高齢者一人一人に合った適切な

サービスが提供されていると思われますか。あてはまる番号に✓を付けてください。

事 業

対象者
支援１ 支援２ 介護１ 介護２ 介護３ 介護４ 介護５

人 数

☐１ 十分提供されている

☐２ ある程度提供されている

☐３ 提供されていない

（理由）

☐４ その他（ ）
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② あなたが、「地域包括ケアシステム」の整備にあたり、「医療」「介護」「介護予防」「住まい」「生

活支援サービス」の中で、強化すべきと思うものがあれば、あてはまる番号に✓を付けてくださ

い。（複数選択可）

問４ 介護と医療との連携について

① あなたは、主治医と連携が取れていると思いますか。あてはまる番号に✓を付けてください。

② あなたは、本庄市児玉郡入退院調整ルールについてご存じですか。あてはまる番号に✓を付けてください。

③ あなたは、在宅医療について、自宅で生活されている高齢者に、適切な在宅医療が提供されて

いると思われますか。あてはまる番号に✓を付けてください。

項 目 理 由

☐１ 医療

☐２ 介護

☐３ 介護予防

☐４ 住まい

☐５ 生活支援サービス

☐１ 十分連携が取れている

☐２ ある程度連携が取れている

☐３ 連携が取れていない

（理由）

☐４ その他（ ）

☐１ 知っているし活用している

☐２ 知らない

☐３ 知っているが活用していない

（理由）

☐４ その他（ ）

☐１ 十分提供されている

☐２ ある程度提供されている

☐３ 提供されていない

（理由）

☐４ その他（ ）
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④ あなたが、医療と介護の連携が図られ、在宅医療を望まれる人への支援を充実させるために、

重要と思われることは何ですか。あてはまる番号に✓を付けてください。（複数選択可）

問５ 介護保険サービス等について

① あなたが、今後、超高齢社会に向けて特に重要であるもしくは不足すると思われる介護保険サ

ービスは何ですか。あてはまる番号に✓を付けてください。（５つまで）

② ①で重要であるもしくは不足すると選択した理由を記入してください。

☐１ 在宅医療について市民の理解が深まるような周知活動

☐２ 入退院時の医療と介護の円滑な連携

☐３ 加齢や認知症等による判断能力の低下に備え、自分が終末期をどのように過ごしたいか

の意思を表明するためのツールの普及

☐４ 往診や訪問診療ができる医療機関の拡充

☐５ 医療的支援を要する人に対応できる介護・福祉人材の確保と育成

☐６ その他

（ ）

☐１ 訪問介護 ☐２ 訪問入浴介護

☐３ 訪問リハビリテーション ☐４ 居宅療養管理指導

☐５ 訪問看護 ☐６ 通所介護

☐７ 通所リハビリテーション ☐８ 短期入所生活介護

☐９ 短期入所療養介護 ☐10 特定施設入居者生活介護

☐11 介護老人福祉施設 ☐12 介護老人保健施設

☐13 介護医療院 ☐14 定期巡回・随時対応型訪問介護看護

☐15 夜間対応型訪問介護 ☐16 認知症対応型通所介護

☐17 認知症対応型共同生活介護 ☐18 小規模多機能型居宅介護

☐19 看護小規模多機能型居宅介護 ☐20 地域密着型介護老人福祉施設

☐21 地域密着型特定施設入居者生活介護 ☐22 地域密着型通所介護

☐23 福祉用具貸与 ☐24 特定福祉用具購入

☐25 居宅介護住宅改修 ☐26 総合事業 訪問型サービス

☐27 総合事業 通所型サービス ☐28 居宅介護支援
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③ あなたは、今後、高齢者の住まいとして特に重要であるもしくは不足する施設は何だと思いま

すか。あてはまる番号に✓を付けてください。（３つまで）

④ ③で重要であるもしくは不足すると選択した理由を記入してください。

問６ 生活支援サービスについて

① 本庄市における介護予防・高齢者福祉に関する事業についてお伺いします。あなたは、講習会

やサービスについて内容をご存じですか。また、利用者へ紹介したことがありますか。あてはま

る項目に✓をご記入ください。「知っており、紹介した」場合は両方へ✓を付けてください。

（次ページにも続きがあります）

☐１ 介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）

☐２ 介護老人保健施設（老人保健施設）

☐３ 介護医療院

☐４ 認知症高齢者グループホーム

☐５ 養護老人ホーム

☐６ 軽費老人ホーム

☐７ 有料老人ホーム

☐８ サービス付き高齢者向け住宅

☐９ その他（ ）

サービス事業名 知っている 紹介した

１ 生活力アップサポートサービス ☐ ☐

２ 元気アップサポートサービス ☐ ☐

３ 訪問型短期集中サポートサービス ☐ ☐

４ 通所型短期集中サポートサービス ☐ ☐

５ 介護予防研修会（講演会） ☐ ☐

６ 介護予防出前講座 ☐ ☐

７ 筋力アップ教室 ☐ ☐

８ 介護予防サポーター養成講座 ☐ ☐

９ 介護予防サポーターフォローアップ研修 ☐ ☐

10 あたまとからだの健康教室 ☐ ☐
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（続き）

※項目番号 38～41 については社会福祉協議会の事業となっています。

サービス事業名 知っている 紹介した

11 シルバー人材センター介護予防事業（フレイル予防教室） ☐ ☐

12 在宅医療推進研修会 ☐ ☐

13 在宅医療・介護連携拠点事業 ☐ ☐

14 認知症初期スクリーニングシステム ☐ ☐

15 認知症サポーター養成講座 ☐ ☐

16 認知症サポーターステップアップ教室 ☐ ☐

17 認知症キャラバンメイト養成講座 ☐ ☐

18 認知症初期集中支援チーム ☐ ☐

19 認知症カフェ ☐ ☐

20 認知症個別相談会 ☐ ☐

21 認知症家族の会 ☐ ☐

22 高齢者虐待防止ネットワーク会議 ☐ ☐

23 生活支援体制整備研修会（地域づくりフォーラム） ☐ ☐

24 生活支援コーディネーター ☐ ☐

25 生活支援サポーター養成講座 ☐ ☐

26 介護マークの貸出 ☐ ☐

27 介護者教室 ☐ ☐

28 介護者リフレッシュ事業 ☐ ☐

29 要介護高齢者介護手当支給 ☐ ☐

30 要介護者紙おむつサービス事業 ☐ ☐

31 要介護高齢者訪問理美容サービス事業 ☐ ☐

32 高齢者入浴料助成事業 ☐ ☐

33 要介護高齢者ふとん乾燥等事業 ☐ ☐

34 緊急通報システム事業 ☐ ☐

35 徘徊高齢者探知事業 ☐ ☐

36 福祉電話設置 ☐ ☐

37 高齢者生活支援短期入所事業 ☐ ☐

38 在宅福祉有償家事援助サービス事業※ ☐ ☐

39 高齢者世帯等安否確認・配食サービス事業※ ☐ ☐

40 車いすの貸出※ ☐ ☐

41 車いす仕様車（福祉車両）の貸出※ ☐ ☐
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② あなたが、今後、充実させる必要があると思われる生活支援サービスは何ですか。あてはま

る番号に✔を付けてください。（３つまで）

③ ②で充実させる必要があると選択された理由を記入してください。

問７ 高齢者の権利擁護について

① あなたは、虐待事例への対応について、地域の支援機関が相互に連携して十分に対応できてい

るとお考えですか。あてはまる番号に✓を付けてください。

② あなたは、権利擁護の推進にあたり重要なことは何だと思いますか。あてはまる番号に✓を付

けてください。（３つまで）

☐１ 高齢者の居場所づくり

☐２ 高齢者の生きがいづくりへの支援

☐３ 高齢者の健康づくりへの支援

☐４ 日頃の話し相手

☐５ 悩み事に対する相談

☐６ 買い物や通院などの外出の手伝い

☐７ 食事や家事等に関する手伝い

☐８ 地域のパトロール

☐９ 見守りが必要な方への声かけ

☐10 徘徊など認知症の方への対応・支援

☐11 災害時における要援護者への支援

☐12 高齢者の相談機関・福祉施設等との連携

☐13 その他（ ）

☐１ 十分対応できている

☐２ ある程度は対応できている

☐３ 対応できていない

（理由）

☐４ その他（ ）

☐１ 住民への啓発

☐２ 関係機関の職員への研修等

☐３ 権利擁護に関する事業の充実

☐４ 市民後見人の養成

☐５ 低所得者への費用支援（後見費用の補助等）

☐６ 養護者（家族等）の負担軽減

☐７ その他（ ）



8

問８ 地域包括支援センターについて

① あなたは、地域包括支援センターとの連携状況について、連携が取れていると思いますか。あ

てはまる番号に✓を付けてください。

② あなたが、地域包括支援センターとの連携の中で感じていること、今後の課題についてお聞か

せください。

③ あなたが、地域包括支援センターにおいて、機能強化が必要と思われる役割は何だと思います

か。

☐１ 十分連携が取れている

☐２ ある程度連携が取れている

☐３ 連携が取れていない

（理由）

☐４ その他（ ）
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問９ 地域との関わりについて

① あなたが、日頃、関わりをもっている地域資源は何ですか。あてはまる番号に✓を付けてくだ

さい。また、具体的にどのような関わりをもっていますか。その内容をご記入ください。（あて

はまるものすべて）

② あなたが、地域資源との連携や地域課題等、地域との関わりの中で課題と感じることについて

ご記入ください。

項 目 具体的な関わり

☐１ 自治会

☐２ 民生・児童委員

☐３ 老人クラブ

☐４ 社会福祉協議会

☐５ ＮＰＯ法人

☐６ ボランティア団体

☐７ 医師

☐８ 歯科医師

☐９ 医療機関の相談員や

リハビリテーション専門職

☐10 学校

☐11 その他

（ ）
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問１０ 認知症支援策について

① あなたが、今後、認知症の方への支援策として、特に重要なものは何だと思われますか。あて

はまる番号に✓を付けてください。（５つまで）

② ①で重要だと思う理由や認知症の方との関わりの中で、問題点や課題と感じていることはあり

ますか。

☐１ 認知症を知る講座や講演会などの取組み

☐２ 子どもや若い世代への理解の促進

☐３ 相談しやすい仕組みづくり

☐４ 早期発見・早期診療の仕組みづくり

☐５ 予防教室などの取組み

☐６ 認知症の人を見守るボランティアの育成

☐７ 地域における徘徊の早期発見・連絡・保護の体制整備

☐８ ＧＰＳ端末や見守りシールなど発見・保護を円滑化するシステムの整備

☐９ 認知症高齢者の家族同士の交流

☐10 一時預かり等による家族が休息できる時間の提供

☐11 介護従事者（ヘルパー・デイサービス・施設など）に対する研修

☐12 若年性認知症に対する支援

☐13 認知症の方が入所できる施設の整備

☐14 成年後見制度の普及・啓発

☐15 虐待の予防早期発見・防止体制の整備

☐16 自治会役員をはじめとした地域住民への理解の促進

☐17 その他（ ）
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問１１ 専門知識の取得について

あなたは、介護の専門職として知識を向上させるためにどのようなことに取り組んでいます

か。あてはまる番号に✓を付けてください。（あてはまるものすべて）

問１２ 利用者の状況について

あなたの担当する利用者数の状況についてお伺いします。あてはまる番号に✓を付けてくだ

さい。

アンケートは以上です。ご協力ありがとうございました。

ご記入いただいた調査票は３月２７日（金）までにご返送をお願いいたします。

☐１ 事業所内だけでなく外部で行われる研修や講習会に参加している

☐２ 他の居宅介護支援事業所と定期的に情報交換を行っている

☐３ 地域包括支援センターと定期的に情報交換を行っている

☐４ 介護サービス提供事業所へ定期的に訪問している

☐５ 主治医との連携をとっている

☐６ 理学療法士や作業療法士、栄養士などの専門職と連携をとっている

☐７ 厚生労働省がホームページなどで公表している資料を読んでいる

☐８ 埼玉県や本庄市が作成したマニュアルなどを読んでいる

☐９ 書店で参考書などを購入して読んでいる

☐10 特に何もしていない

☐11 その他（ ）

☐１ 増加傾向にある

☐２ 若干の増減はあるが、ほぼ横ばいである

☐３ 減少傾向にある

☐４ 増えるときもあるが、減るときもある

☐５ その他（ ）
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計画骨子（案）

１ 計画の体系

今期計画の基本的な方向性を引き継ぎ、介護保険制度の改正に対応しながら、地域の状

況や目指すべき方向に合致した施策体系となるよう配慮します。

健康福祉分野

の政策大綱

み
ん
な
で
支
え
合
い
、
健
や
か
に
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち

基本方針 地域包括ケアシステムの深化と推進
１ 地域包括ケアの推進体制の強化

２ 地域包括支援センター機能の充実

方針１

健康寿命の延伸と生き

がいづくりの推進

＜予防＞

１ 健康づくり・疾病予防の推進

２ 介護予防の推進

３ 生きがいづくりの推進

４ 社会参加の促進

方針２

在宅医療・認知症ケアの

推進

＜医療＞

１ 在宅医療・介護連携の推進

２ 認知症関連施策の充実

方針３

高齢者が地域で暮らす

体制づくり

＜生活支援＞

１ 生活支援サービスの体制整備

２ 在宅生活の支援

３ 家族介護者への支援

４ 支え合いの地域づくりの推進

方針４

安心して暮らせる環境の

整備

＜住まい＞

１ 多様な住まい方の支援

２ 高齢者にやさしいまちづくりの
推進

３ 防犯・防災対策の推進

方針５

介護保険サービスの充

実による安心基盤づくり

＜介護＞

１ 介護保険サービス基盤の整備

２ サービスの質の向上

３ 情報提供・相談体制の充実

４ 低所得者対策の推進

高齢者の権利擁護に関する計画
として位置づけ

【施策の展開】【方針】

地域共生社会・地域づくり
の視点にも配慮

高齢者の権利擁護に関する計画
として位置づけ

 資料３ 
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２ 計画の構成

第１章 計画の策定にあたって

・計画の目的、位置づけ、期間

・介護保険制度の改正内容

・地域包括ケアシステムと日常生活圏域

第２章 高齢者を取り巻く状況

・人口・世帯の状況、介護保険の利用状況

・アンケート調査のまとめ

・関係団体・機関ヒアリング結果

・課題のまとめ

第３章 計画の基本方針

・計画の基本方針と施策の体系

第４章 計画の具体的な取り組み

・基本方針

・〈予防〉〈医療〉〈生活支援〉〈住まい〉〈介護〉の各分野における方針と施策

・各事業量数値目標

・高齢者の権利擁護に関する計画

第５章 介護保険給付・事業費等の見込み

・介護保険事業の対象者数、サービス利用量の見込み

・介護保険事業費の見込み

・第１号被保険者の介護保険料の設定

第６章 計画の推進体制

・施策を推進するための体制づくりと役割分担



本庄市役所介護保険課

１ 本庄市地域密着型サービス公募について

本庄市では、平成３０年度から令和２年度までを計画期間とする「本庄市第

８次高齢者保健福祉計画及び第７期介護保険事業計画」に基づき、地域密着型

サービス事業所の基盤整備を進めています。令和元年度は、定期巡回・随時対

応型訪問介護看護サービス（児玉地域）、小規模多機能型居宅介護サービス（本

庄東地域）、及び認知症対応型共同生活介護（本庄西、本庄東、児玉地域）の

整備を予定しています。

基盤整備にあたり、質の高いサービス提供体制の確立を目指し、より良い

地域密着型サービスを提供できる事業者を適正かつ公平に選定するため、期

間を設けて事業者を公募により募集しました。

２ 整備スケジュール

３ 指定予定事業者について

上記のスケジュールで事業者の募集を行ったところ、認知症対応型共同生

活介護サービス（本庄東地域）に対して、「メディカル・ケア・サービス株式

会社」から応募がありました。募集要領に基づき、選定委員会による書類審

査及びプレゼンテーション審査を行ったところ、基準を満たしていたため、

「メディカル・ケア・サービス株式会社」を指定予定事業者の候補者に選定

します。（裏面参照）

令和元年
９月９日（月）

～１２月２０日（金）
公募申込受付

令和２年

１月１７日（金） プレゼンテーション

２月１２日（水）
介護保険運営協議会への諮問

事業者の決定

令和２年度中

着工・竣工

事業所の指定

サービス提供開始

地域密着型サービスの整備について

 資料４



※平均が基準点の 87点を上回るため、指定予定事業者の候補者とする。

○認知症対応型共同生活介護サービス

認知症と診断された高齢者が共同で生活できる場で、食事・入浴などの介護

や支援、機能訓練が受けられます。

現在、市内には西地域１箇所、東地域２箇所、南地域６箇所、児玉地域１箇

所の計１０箇所に施設が整備されています。

《指定予定事業者の候補者》

４ 再公募について

定期巡回・随時対応型訪問介護看護サービス及び小規模多機能型居宅介護サ

ービスについては応募がありませんでしたが、第７期介護保険事業計画期間中

に整備することは難しいことから、再公募は行いません。

審査項目(点数)
評 価

員

（Ａ）

評 価

員

（Ｂ）

評 価

員

（Ｃ）

評 価

員

（Ｄ）

評 価

員

（Ｅ）

平均

１ 法人の運営理念及び基本方針(12) 9 9 11 8 8 9
２ 利用者への対応(18) 16 14 18 11 14 14.6
３ 職員体制及び職員の質の向上(12) 11 11 10 8 10 10
４ 法人の状況(16) 15 15 15 15 15 15
５ 施設の立地状況等(27) 21 24 24 21 24 22.8
６ 事業運営(9) 8 6 8 6 7 7
７ 地域との連携や支援(12) 11 10 11 9 11 10.4
８ 加点項目(18) 4 0 4 2 4 2

合計(124) 95 89 101 80 93 91.6

事業者 メディカル・ケア・サービス 株式会社

代表者 山本 教雄

事業者所在地 さいたま市大宮区大成町一丁目２１２番地３

事業所 （仮）愛の家グループホーム本庄東台

事業所予定地 本庄市東台２丁目２９４３番１ 他３筆 （本庄東地域）

































地域密着型サービス事業所指定・更新・廃止状況

○新規指定

番号 所在市町村 事業所名 事業所所在地 サービス区分 備考

1 美里町 グループホーム　つどいの杜 認知症対応型共同生活介護 法人変更による

○指定更新

番号 更新期限 指定年月日 所在市町村 事業所名 事業所所在地 サービス区分 備考

1 R1.11.30 R1.12.1 本庄市 デイサービスしんせい 本庄市児玉町児玉１０７０番地 地域密着型通所介護

2 R1.12.31 R2.1.1 本庄市 リハプライド　本庄 本庄市けや木３丁目２５番６号 地域密着型通所介護

○廃止

番号 所在市町村 事業所名 事業所所在地 サービス区分 備考

1 本庄市 アップルデイサービスセンター 本庄市小島６丁目８番３号 地域密着型通所介護

2 本庄市 くるみデイサービス 本庄市小島３丁目１６番２６号 地域密着型通所介護 広域型へ移行

3 美里町 グループホーム　つどいの杜 美里町大字白石２３１９－１ 認知症対応型共同生活介護 法人変更による

○管外被保険者受け入れ

番号 協議年月日 同意年月日 保険者名 事業所名 事業所所在地 サービス区分 備考

1 R1.12.9 R1.12.13 大里広域 デイサービスセンタージャム 本庄市西五十子４４６－１５ 認知症対応型通所介護

指定年月日

R2.1.1

廃止年月日

R1.12.31

R1.12.31

R1.12.31
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事業所名 所在地
定員
(人)

入居者数
(人)

本庄市民
(人)

本庄市外
(人)

 グループホーム　やまぶき  朝日町1-14-3 9 9 9 0

 トマト村  北堀1939 18 18 18 0

 しゃくなげ荘  前原2-2-3 18 18 16 2

 グループホーム　ノエル本庄  小島1-1-34 9 9 8 1

 グループホーム　ゆうあい本庄  見福3-8-9 18 18 18 0

 グループホーム　元気村  田中105-1 9 9 8 1

 グループホーム　五感の里本庄早稲田  北堀1931-1 18 16 16 0

 グループホーム　まごころ  西富田653-1 18 17 16 1

 グループホーム　四季の丘  児玉町飯倉170-3 18 16 16 0

 グループホーム　紙ふうせん  今井1325-1 18 16 15 1

153 146 140 6

事業所名 所在地

特別養護老人ホーム　千鳥の丘 児玉町宮内1250-1

特別養護老人ホーム　四季咲きの杜 北堀779-3

定員２９人以下の小規模な有料老人ホームなどで、食事・入浴などの介護や機能訓練が受けられます。

事業所名 所在地

ケアハウス　グリーンピース 栗崎105-1

事業所名 所在地

 しゃくなげ荘 前原2-2-33

 多機能ホームノエルこだま 児玉町上真下350-1

 小規模多機能あったかほーむ下野堂 下野堂1-14-12

地域密着型サービス利用状況一覧（R2.2.1現在）

○認知症対応型共同生活介護（グループホーム） 

認知症と診断された高齢者が共同で生活できる場で、食事・入浴などの介護や支援、機能訓練が受けられ
ます。

合計

事業所数 入居者数(人)

4 5

○地域密着型介護老人福祉施設（小規模特別養護老人ホーム） 

定員２９人以下の小規模な介護老人福祉施設で、食事・入浴などの介護や健康管理が受けられます。

定員(人) 入所者数（人）

29 29

29 28

○地域密着型特定施設入居者生活介護 （ケアハウス）

定員(人) 入居者数(人)

29 28

○小規模多機能型居宅介護

施設への「通い」を中心に、自宅に来てもらう「訪問」、施設に泊まる「宿泊」のサービスを受けられます。

登録定員 登録者数

25 11

29 29

29 29

グループホーム入居状況について
（本庄市民が本庄市外の施設を利用）

1
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事業所名 所在地

 デイサービスセンター　ジャム 西五十子446-15

 デイサービスセンター　やまぶき　（休止中） 朝日町1-14-3

 グループホーム　五感の里本庄早稲田 北堀1931-1

事業所名 所在地

 蛍ケアセンター 西五十子634-3

○地域密着型通所介護

 定員１８人以下の小規模な通所介護施設で、食事・入浴などの介護や機能訓練が日帰りで受けられます。

 事業所名 所在地

むさしのデイサービスセンター 児玉町飯倉166

デイサービスセンター　ファミリーエイド 朝日町3-9-10

若泉公園デイサービスセンター 若泉2-2-43

通所介護事業所　スペースゆう 本庄3-9-22

 ＧＥＮＫＩＮＥＸＴ　本庄けや木  けや木3-24-27

 デイサービス　メープル  日の出2-5-8

 ＧＥＮＫＩＮＥＸＴ　本庄児玉  児玉町児玉2497-1

 デイサービスしんせい  児玉町児玉1070

 リハプライド本庄  けや木3-25-6

 アジアンリゾートスパ　デイサービスアイル  本庄2-5-6

 デイサービス　縁  児玉町金屋147-1

 デイサービスセンター　さち　（休止中）  堀田1011

○認知症対応型通所介護（認知症デイサービス） 

認知症と診断された高齢者が、食事・入浴などの介護や支援、機能訓練を日帰りで受けられます。

定員

12

3

3

○定期巡回・随時対応型訪問介護看護

介護職員と看護職員が一体または密接に連携し、定期的に訪問します。また、利用者の通報や電話などに
対して随時対応します。

利用者数

26

利用定員

17

10

15

10

15

10

10

10

18

10

10

10

事業所数 利用者数（人）

4 8

地域密着型通所介護利用状況について
（本庄市民が本庄市外の施設を利用※みなし指定を除く）

2



ステップ１：認定率の比較（認定者数／第1号被保険者数）

（％）

計画値 実績値 差異 差異について考えられる要因やその確認方法

17.5% 16.3% 1.1% 介護予防事業の取り組みが進んだため。高齢者本人の意識の変化。

前期高齢者 3.9%

後期高齢者 29.6%

ステップ２：受給率の比較（（利用者数／１２ヶ月）／第1号被保険者数）

（％）

計画値 実績値 差異 差異について考えられる要因

訪問介護 1.9% 2.0% -0.1% 概ね適正と捉えている。

訪問入浴介護 0.1% 0.1% 0.0% 概ね適正と捉えている。

訪問看護 0.7% 0.6% 0.1% 概ね適正と捉えている。

訪問リハビリテーション 0.2% 0.2% 0.0% 概ね適正と捉えている。

居宅療養管理指導 0.8% 1.0% -0.1% 概ね適正と捉えている。

通所介護 4.0% 4.0% -0.0% 概ね適正と捉えている。

通所リハビリテーション 1.2% 1.1% 0.2% 概ね適正と捉えている。

短期入所生活介護 0.8% 0.9% -0.0% 概ね適正と捉えている。

短期入所療養介護（老健） 0.1% 0.1% 0.1% 概ね適正と捉えている。

短期入所療養介護（病院） 0.0% 0.0% 0.0%

福祉用具貸与 5.5% 5.0% 0.5%
利用者数と給付費ともに増加しているが、計画策定時の予想より利
用者が増えなかったため。

特定施設入居者生活介護 0.2% 0.2% -0.0% 概ね適正と捉えている。

定期巡回・随時対応型 0.1% 0.1% 0.0% 概ね適正と捉えている。

夜間対応型訪問介護 0.0% 0.0% 0.0%

認知症対応型通所介護 0.1% 0.1% 0.0% 概ね適正と捉えている。

小規模多機能居宅介護 0.2% 0.2% -0.0% 概ね適正と捉えている。

認知症対応型共同生活介護 0.7% 0.7% 0.0% 概ね適正と捉えている。

地域密着型特定施設入居者生活介護 0.1% 0.1% -0.0% 概ね適正と捉えている。

地域密着型介護老人福祉施設 0.3% 0.3% 0.0% 概ね適正と捉えている。

看護小規模多機能型居宅介護 0.0% 0.0% 0.0%

地域密着型通所介護 1.5% 1.3% 0.2% 概ね適正と捉えている。

介護老人福祉施設 1.5% 1.5% -0.0% 概ね適正と捉えている。

介護老人保健施設 0.9% 0.9% 0.0% 概ね適正と捉えている。

介護医療院

介護療養型医療施設 0.1% 0.1% 0.0% 概ね適正と捉えている。

8.4% 8.4% -0.1% 概ね適正と捉えている。

第7期介護保険事業計画サービス見込量の進捗管理のための作業シート【本庄市】

計画値：30年度、実績値：平成31年3月末

要介護認定率

サービス名

介護予防支援・居宅介護支援

年齢階級

施設サービス

居宅サービス

地域密着型
サービス

1
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ステップ３：受給者1人あたり給付費の比較（給付費／利用者数）

（円）

計画値 実績値 差異 差異について考えられる要因

訪問介護 43,607 43,384 224 概ね適正と捉えている。

訪問入浴介護 61,488 62,196 -708 概ね適正と捉えている。

訪問看護 46,116 41,631 4,485
想定より全体の利用者が少ない。さらに要介護者より要支援者の利
用が増加したため。

訪問リハビリテーション 32,793 30,978 1,815 概ね適正と捉えている。

居宅療養管理指導 9,344 10,328 -984 概ね適正と捉えている。

通所介護 99,208 94,779 4,430
全体で利用者数と一人あたりの利用回数は増えているが、想定して
いたよりも重度の利用者が増えず、軽度者が増えていたため。

通所リハビリテーション 60,454 57,629 2,825
一人あたりの利用回数は横ばいであるが、想定していたよりも重度
より軽度の利用者が多かったため。

短期入所生活介護 96,435 105,763 -9,328
想定していたよりも重度の利用者が多く、１人あたりの利用回数も
多いため。

短期入所療養介護（老健） 108,583 86,678 21,905 想定よりも利用者は増えず、重度より軽度の利用者が多いため。

短期入所療養介護（病院） #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

福祉用具貸与 10,773 11,052 -280 概ね適正と捉えている。

特定施設入居者生活介護 182,232 168,098 14,134 想定していたよりも重度の利用者が少なかったため。

定期巡回・随時対応型 135,311 126,044 9,267 概ね適正と捉えている。

夜間対応型訪問介護 #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

認知症対応型通所介護 111,948 115,500 -3,553 想定していたよりも重度の利用者が多くなったため。

小規模多機能居宅介護 157,437 176,568 -19,132 基盤整備で見込んだ以上に利用者が増えたため。

認知症対応型共同生活介護 238,606 237,402 1,204 概ね適正と捉えている。

地域密着型特定施設入居者生活介護 183,817 175,715 8,102 概ね適正と捉えている。

地域密着型介護老人福祉施設 253,573 265,338 -11,764 想定していたよりも重度の利用者が多くなったため。

看護小規模多機能型居宅介護 #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

地域密着型通所介護 59,415 56,338 3,076
想定していたよりも利用者数が減っている。地域密着型より広域型
の利用者が多い。

介護老人福祉施設 223,109 230,818 -7,709 概ね適正と捉えている。

介護老人保健施設 261,744 259,414 2,330 概ね適正と捉えている。

介護医療院

介護療養型医療施設 400,792 357,659 43,132 想定していたよりも重度の利用者が減っているため。

12,211 12,076 135 概ね適正と捉えている。

サービス名

介護予防支援・居宅介護支援

施設サービス

居宅サービス

地域密着型
サービス

2



ステップ１ （人）

計画値 実績値 計画値 実績値

3,792 3,558 21,716 21,770

前期高齢者 442 11,274 11,254

後期高齢者 3,116 10,442 10,516

ステップ２ （人）

計画値 実績値

訪問介護 5,016 5,281

訪問入浴介護 336 279

訪問看護 1,824 1,566

訪問リハビリテーション 564 541

居宅療養管理指導 2,100 2,486

通所介護 10,380 10,458

通所リハビリテーション 3,240 2,821

短期入所生活介護 2,172 2,229

短期入所療養介護（老健） 300 167

短期入所療養介護（病院） 0 0

福祉用具貸与 14,304 13,093

特定施設入居者生活介護 456 501

定期巡回・随時対応型 360 276

夜間対応型訪問介護 0 0

認知症対応型通所介護 288 245

小規模多機能居宅介護 444 508

認知症対応型共同生活介護 1,740 1,727

地域密着型特定施設入居者生活介護 312 338

地域密着型介護老人福祉施設 696 691

看護小規模多機能型居宅介護 0 0

地域密着型通所介護 3,876 3,286

介護老人福祉施設 3,996 4,012

介護老人保健施設 2,340 2,313

介護医療院

介護療養型医療施設 144 140

21,876 22,069

第7期介護保険事業計画サービス見込量の進捗管理のための作業シート基礎数値【本庄市】

計画値：30年度、実績値：平成31年3月末

認定者数 第1号被保険者数

要介護認定率

利用者数

介護予防支援・居宅介護支援

年齢階級

サービス名

施設サービス

居宅サービス

地域密着型
サービス

3



ステップ３ （円）

計画値 実績値

訪問介護 218,733,000 229,108,460

訪問入浴介護 20,660,000 17,352,757

訪問看護 84,116,000 65,193,750

訪問リハビリテーション 18,495,000 16,758,962

居宅療養管理指導 19,622,000 25,674,934

通所介護 1,029,781,000 991,195,204

通所リハビリテーション 195,872,000 162,572,520

短期入所生活介護 209,457,000 235,745,090

短期入所療養介護（老健） 32,575,000 14,475,305

短期入所療養介護（病院） 0 0

福祉用具貸与 154,091,000 144,706,777

特定施設入居者生活介護 83,098,000 84,217,262

定期巡回・随時対応型 48,712,000 34,788,139

夜間対応型訪問介護 0 0

認知症対応型通所介護 32,241,000 28,297,616

小規模多機能居宅介護 69,902,000 89,696,776

認知症対応型共同生活介護 415,175,000 409,993,424

地域密着型特定施設入居者生活介護 57,351,000 59,391,708

地域密着型介護老人福祉施設 176,487,000 183,348,284

看護小規模多機能型居宅介護 0 0

地域密着型通所介護 230,291,000 185,128,271

介護老人福祉施設 891,545,000 926,043,151

介護老人保健施設 612,480,000 600,023,900

介護医療院

介護療養型医療施設 57,714,000 50,072,323

267,129,000 266,501,076

給付費

介護予防支援・居宅介護支援

サービス名

施設サービス

居宅サービス

地域密着型
サービス
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